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市では、市内の里地里山の保全等の促進に関する施策の総合的か

つ計画的な推進を図るため、令和３年３月に厚木市里地里山保全等

促進計画を改定しました。 

  現在、市で認定する８つの活動団体を中心に、保全等の取組を進

めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚木市里地里山保全等促進計画の進捗状況について 

計画の基本理念 

 

 

経済分野 
 農業利用 
 観光利用 等 

研究、教育分野 
 生きもの調査 
 環境教育、体験学習 等 

趣味、娯楽分野 
 自然観察 
 森林サービス、体験農業 等 

里地里山の多面的機能の発揮 ⇒ 市民の健康で心豊かな生活の確保 
 

 身近な自然による「心のやすらぎ」や「大気環境の改善」による健康増進 

 多様な生きものの生息、生育環境の確保による生物多様性・環境共生 

 里山の保全による災害や気候変動の緩和  等 

 

 

経済分野 
 農業利用 
 観光利用 等 

研究、教育分野 
 生きもの調査 
 環境教育、体験学習 等 

趣味、娯楽分野 
 自然観察 
 森林サービス、体験農業 等 

里地里山の多面的機能の発揮 ⇒ 市民の健康で心豊かな生活の確保 
 

 身近な自然による「心のやすらぎ」や「大気環境の改善」による健康増進 

 多様な生きものの生息、生育環境の確保による生物多様性・環境共生 

 里山の保全による災害や気候変動の緩和  等 

計画期間と数値目標 

 

令和3年度 令和5年度令和4年度

令和6年度 令和8年度令和7年度
前期

後期

計画の点検

計画の点検

✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ 点検・評価

計画期間、数値目標図 

里地里山の自然資源を共有の恵みと捉え、 

多様な主体による「新たな協働利用」の促進 

基本理念イメージ図 

 計画期間は、令和３年度から令和８年度までの 

６年間となります。また、令和８年度末までに活動協定の 

対象面積を６．５ｈａにすることを数値目標としています。 

経済分野 
 農業利用 
 観光利用等 

 
令和 2 年度時点 

６．０ｈａ 

令和 8 年度末 

６．5ｈａ 

研究、教育分野 
 生きもの調査 

 環境教育等 

趣味、娯楽分野 

 自然観察 

 体験農業等 
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市で認定する里地里山保全等活動団体一覧 

⑦ＮＰＯ法人  

グリーン成長桜 

⑥荻野三つ沢の 

里山を守る会 

④厚木市農業協同組合 

小鮎支所小鮎地区農考会 

③飯山農楽校 

②ＮＰＯ法人  

里山ネット・あつぎ 

①七沢里山づくりの会 

⑧ＮＰＯ法人 ゆめの 

システムプロジェクト 

⑤みどりと清流の 

ふるさと創造委員会 
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計画の目標と施策 

  現

在 

将

来 

短期

目標 
里地里山の保全活動を通じて、 
拠点間ネットワークの形成を 
目指します。 

  

長期

目標 
里地里山の多面的機能を 
次世代へ継承し、心豊かな 
自然共生社会の実現を 
目指します。 

取組 施策 

里地里山活動の 
広がりと協定締結への 
支援 

里地里山活動団体の 
支援 

里地里山活動の広がりに向けた支援 

土地所有者、地域住民等との合意形成に向けての支援 

保全活動計画の作成支援 

里地里山活動協定の締結の促進 

里地里山に親しみを感じる情報発信 

里地里山へのふれあいの機会の提供 

市民ボランティアの公募 

企業ボランティアの協力 

保全活動の重要性と理解の促進 

農産物等の活用と地産地消の促進 

里地里山保全等促進基金への寄附と活用 

市民の理解と 
参加の促進 

1 

2 

1 

2 

3 

1 

2 

3 

4 

1 

2 
活動団体の認定 

認定団体補助金の交付と申請の支援 

企業や大学等とのマッチングの場の提供 

後継者等の人材募集・育成に関する活動支援 

認定団体間の連携の強化 

指導者の派遣等の活動支援 

4 

5 

6 

3 

企業や大学等との連携による調査・研究の推進 

保全活動に関する情報、ノウハウの共有の促進 

保全等の手法の調査・研究の促進 

里地里山資源と活動のメニュー化の推進 

森林整備を通じた生態系の維持・形成 

森林のバイオマスエネルギーとしての利活用 

有害鳥獣対策としての環境整備の推進 

里地里山の 
質の向上への取組 

3 

4 

4 

5 

7 

6 

1 

2 

3 

4 

5 

7 

6 
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各施策の進捗状況（令和 3年度） 

１ 里地里山活動の広がりと協定締結への支援 

施  策 進捗状況 

①里地里山活動の広がりに向けた支援 小鮎地区で新たに 1 つの活動団体

（小鮎地区農考会）と協定を認定しまし

た（協定地面積 4,702㎡）。 

 

②土地所有者、地域住民等との合意形

成に向けての支援 

活動団体を新規に認定した際に、土

地所有者の意向に沿うよう協定期間や

活動内容について、調整や助言を行い

ました。 

③保全活動計画の作成支援  協定期間の更新や協定地の変更があ

った２団体と新規に協定締結のあった１

団体に対し、協定の締結に必要な範囲

で活動計画の見直しや書面作成の支援

を行いました。 

④里地里山活動協定の締結の促進 協定の新規締結や更新が円滑に進

むよう、書類作成の補助など認定に伴う

手続を支援しました。 
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２ 里地里山活動団体の支援 

施  策 進捗状況 

①活動団体の認定 認定のための調整を進め、小鮎地区

で新たに小鮎地区農考会を認定しまし

た。 

 

②認定団体補助金の交付と申請の支援 市が認定する８団体に対し補助金を

交付するとともに、各団体の事務負担軽

減のため、申請書類に係る助言など必

要なサポートを行いました。 

③企業や大学等とのマッチングの場の

提供 

 新型コロナウイルスの影響が続いたこ

ともあり、新規で企業や大学との具体性

のあるマッチングはありませんでした

が、既存の企業との連携事業は実施し

ています。 

④後継者等の人材募集・育成に関する

活動支援 

会員の下部組織となるサポート隊（荻

野三つ沢）の育成のほか、会員からベテ

ランボランティアへの作業指導（七沢里

山づくりの会）など、保全活動の原動力

となる人材の育成への取組を進めまし

た。 

⑤認定団体間の連携の強化 活動協定地で枝折れのある樹木の剪

定や（荻野三つ沢、グリーン成長桜）、七

沢地域の団体担当者による情報交換な

ど、団体間で相互の活動の認識を深め

る取組を行いました。 

⑥指導者の派遣等の活動支援 里山ネット・あつぎの協定地で、生物

多様性の保全に取り組む団体から、水

生昆虫などの生息地に適した湛水田の

管理について助言を受けました。 
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３ 市民の理解と参加の促進 

施  策 進捗状況 

①里地里山に親しみを感じる情報発信 あつぎ環境フェア（R3.10.22～11.17、

本厚木駅東口地下道でのパネル展

示）、さがみ自然フォーラム（R4.2.12～

5.15、ＶＲ展示）への出展を通じて情報

発信に取り組みました。 

②里地里山へのふれあいの機会の 

提供 

地域の保育園のさつまいも収穫体験

（小鮎地区農考会）や、生物多様性の保

全に取り組む団体の生きもの調査（里

山ネット・あつぎ）への協力を通じて、里

地里山にふれあう機会を提供しました。 

③市民ボランティアの公募  七沢地域、荻野地域の 2団体（七沢里

山づくりの会、荻野三つ沢）で、市民ボラ

ンティアを公募するとともに、活動情報を

市ホームページで発信しました。 

④企業ボランティアの協力 新型コロナウイルスの影響が続く中、

里山ネット・あつぎが日産自動車㈱と連

携し、稲刈りやさつまいも収穫の体験事

業を実施しました。 

⑤保全活動の重要性と理解の促進 稲作体験、野菜の収穫体験、生きも

の調査などを通じて、里地里山の保全

の重要性を実感してもらう取組を進めま

した。 

⑥農産物等の活用と地産地消の促進 里山ネット・あつぎが協定地で生産す

るカボスについて、厚木市まるごとショッ

プなどの販路拡大の検討を進めました。 

⑦里地里山保全等促進基金への寄附と

活用 

新規の活用手法の検討を進めていま

すが、実績としてはありません。 
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4 里地里山の質の向上への取組 

施  策 進捗状況 

①企業や大学等との連携による調査・

研究の推進 

七沢地域の協定地で、東京農業大学

（植物多様性研究室）と簡易的な植生調

査を行いました。 

②保全活動に関する情報、ノウハウの

共有の促進 

各団体への定期的なヒアリングを実

施し、保全活動の状況を確認するととも

に、情報提供に取り組みました。 

③保全等の手法の調査・研究の促進 

 

 

 

 

 

 保全の手法で新たなものはありません

が、各団体で実施する様々な活用等を

通じ、引き続き研究を進めます。 

④里地里山資源と活動のメニュー化の

推進 

各団体から体験可能な活動情報を収

集し、メニュー化を進めています。 

⑤森林整備を通じた生態系の維持・形

成 

森林ボランティアの活動として、延べ

100人の参加（10回）、森林づくり体験教

室として 35人（1回）の参加があり、森林

保全の重要性のＰＲに取り組みました

（農業政策課事業）。 

⑥森林のバイオマスエネルギーとしての

利活用 

里山ネット・あつぎで、地域の間伐材

を活用した薪の製造を行い、同地域内

のキャンプ場で販売、利用する取組を実

施しました。 

⑦有害鳥獣対策としての環境整備の推

進 

協定地内における定期的な下草刈り

に取り組んでいます。 

 


